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はじめに 

 

 

津久見市の中学校入学生徒数は、昭和２７年の１，１５３人をピークとして減少を続け、

平成３０年４月現在、１３８人となっています。その結果、昭和２６年（市制施行時）には

７校あった中学校が休校・廃校となり、平成３０年４月現在は、第一中学校と第二中学校の

２校となっています。 

 

 第一中学校入学生徒数は、最大時の３５９人から、現在は９３人となっており、第二中学

校は、最大時の４８１人から、現在は４５人となるなど、急激かつ大幅に減少しています。 

 

 このような中、津久見市教育委員会では、平成１７年３月３０日「津久見市立小中学校適 

正規模、適正配置についての基本方針」を決定し、日代中学校を第一中学校に統合、四浦東 

中学校の久保泊小学校区の中学生については第一中学校に統合することなどにより、子ども 

たちの教育環境を整備してきました。 

 

    

 県内や全国の市町村においても小中学校の統廃合が進む中、文部科学省から平成２７年１

月２７日付けで「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引」が示され、「地

域の実情に応じて各市町村において教育的な視点から少子化に対応した活力ある学校づく

りの方策を検討・実施すること」が求められています。 

 

     

このような状況の中、津久見市教育委員会教育長から、「第一中学校と第二中学校の統合」

についての検討依頼があり、検討委員会の中で議論を重ね、このたび「中間まとめ」として

整理しました。 

 

 

 この「中間まとめ」に対して、多くの方々のご意見をお聞かせいただきますようお願い致 

します。なお、各地域での説明会等においては、「子どものための学校づくりはいかにある

べきか」を中心に据えた協議をお願いします。 
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統合検討委員会の経緯 

【統合検討委員会】 

第 1回統合検討委員会   平成２９年 ６月３０日 

１．津久見市における統廃合の経緯について 

２．第一中学校と第二中学校の現状について 

 

第 2回統合検討委員会   平成２９年 ８月 ８日 

１．統合検討委員会の主な流れについて 

２．生徒数に伴う学級数と、学級数に伴う教職員配当基準について 

３．グループ協議 

 

第 3回統合検討委員会   平成３０年 ２月 ９日 

１．今までの振り返り 

２．生徒数と教員配置について（説明） 

３．通学について（説明） 

４．統合のメリットと課題について 

 

第 4回統合検討委員会   平成３０年 ３月２０日 

◆ 今後の方向性について 

① 生徒の通学について 

② 生徒数ならびに教員配置について 

③ 部活動について 

 

第 5回統合検討委員会   平成３０年 ５月２４日  

◆ 「中間まとめ」の協議について 

 

第６回統合検討委員会   平成３０年 ８月２７日  

◆ 先進校視察のまとめ 

① 佐伯市立蒲江翔南学園 

② 大分市立碩田学園 

◆ 「中間まとめ」の協議について 

 

第７回統合検討委員会   平成３０年 ９月２０日  

◆ 先進校視察のまとめ 

① 九重町立ここのえ緑陽中学校 

② 玖珠町立くす星翔中学校（玖珠町教育委員会新中学校開校推進室） 

◆ 「中間まとめ」の協議について 
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【統合検討委員会と今後の計画】 

 

統合検討委員会 

           

                   

統合検討委員会「中間まとめ」作成 

 

 

地域別説明会（小学校区等） 

                 ◆堅徳小学校区  ◆青江小学校区    

                 ◆津久見小学校区 ◆千怒小学校区 

統合検討委員会 

                    

 

教育長へ統合検討委員会「報告書」提出 

 

 

教育委員会で審議 

 

 

教育委員会の方針「素案」決定 

 

 

地域別説明会（小学校区等） 

◆堅徳小学校区  ◆青江小学校区 

               ◆津久見小学校区 ◆千怒小学校区 

 

事務局と市長

部局との協議 

（※）求めに応じて説明会を開催 

    

（※）求めに応じて説明会を開催 
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Ⅰ 中学校統合検討の背景 

 

１．急激な生徒数の減少 

  中学校入学者数の推移を下のグラフで表しています。昭和 52 年の 566 人と 

比べると平成 29 年は 102 人となり、急激に減少している状況がわかります。 
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入学者数の推移
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（昭和） （平成）
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１０２人 

50  55  60   元  5   10  15  20  25 

（※）平成 29 年度入学者数１０２人のうち、1 人は保戸島中入学者 
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２．これまでの生徒数の推移 

 

 

 
 

 

津久見市に限らず、全国各地においても生徒数の減少傾向は続いています。 

過去１０年程度からの津久見市の中学校入学生徒数の推移は、平成１８年の合 

計１５５人に比べて、２９年は１０１人となり、３分の１程度の減少となってい 

ます。年度によっては、若干の増減はありますが、全体として減少傾向にあるこ 

とは間違いありません。 

 

 

 

 

　　　　平成
人 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

　合　計 155 189 160 179 144 174 148 124 112 149 141 101
第一中学校 106 129 98 112 97 112 87 78 72 102 91 71
第二中学校 49 60 62 67 47 62 61 46 40 47 50 30
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３．今後の生徒数の推移 

 

 

 

   

 今後も依然として生徒数の減少傾向は続くものと考えられます。 

なお、近年においては、出生時の人数から中学校入学時までに、毎年 10 人前後の児

童が減少しているのが実情です。 

生徒数の減少は学級数の減少につながり、さらには教職員の配置数に大きく影響を与

えることとなります。 

   このような実情に鑑み、津久見の子どもたちが新たな社会に適切に対応し、互いに切

磋琢磨しながら、たくましく生き抜いていくためにも、子どもたちにとってより良い教

育環境を整備していくことが重要です。したがって、生徒が急激に減少している状況を

見据えて、第一中学校と第二中学校との「発展的な統合」を検討していく必要があると

考えています。 

　　　　平成
人 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

　合　計 101 138 123 121 108 96 126 128 97 105 89 91
第一中学校 71 93 81 71 68 63 80 87 63 69 57 57
第二中学校 30 45 42 50 40 34 46 41 34 36 32 34

0

20

40

60

80

100

120

140

160

29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

入学者数推移

合計

一中

二中

９１

５７

３４

平成 年 5月

（人）
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Ⅱ 中学校統合検討の基本的な考え方 

 

 １．適正な学校規模 

 

（１） 現状と課題 

① 学級数の推移 

 

 

29 2(3) 3 3 8(9) 1 2 2 5 3(4) 4 4 11(12)

30 3(4) 2 3 8(9) 2 1 2 5 4(5) 3 4 11(12)

31 2(3) 3 2 7(8) 2 2 1 5 4(5) 4 3 11(12)

32 2(3) 2 3 7(8) 2 2 2 6 3(4) 4 4 11(12)

33 2(3) 2 2 6(7) 1 2 2 5 3(4) 3 4 10(11)

34 2(3) 2 2 6(7) 1 1 2 4 3(4) 3 3 9(10)

35 2(3) 2 2 6(7) 2 1 1 4 4(5) 3 3 10(11)

36 3 2 2 7 2 2 1 5 4(5) 3 3 10(11)

37 2(3) 3 2 7(8) 1 2 2 5 3(4) 4 3 10(11)

38 2(3) 2 3 7(8) 1 1 2 4 4(5) 3 4 10(11)

39 2 2 2 6 1 1 1 3 3 4 3 10

40 2 2 2 6 1 1 1 3 3(4) 3 4 10(11)

※１）　　特別支援学級は除く
※２）　　（　）内の数字は，大分県３０人学級措置（中１のみ）による。

２年 ３年合計 合計 合計１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年
　　　学年

年度

第一中学校 第二中学校 統合後の状況

 

適正規模とは？ 

  ⇒ 小学校・中学校ともに １２学級以上 １８学級以下 の学校 

    中学校では      １学年 ４学級～６学級の規模になります。 

 

なぜ適正規模なのか？ 

⇒ 児童生徒が集団の中で、多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い切磋琢磨す

ることを通じて、一人ひとりの資質や能力を伸ばしていくという学校の特質

を踏まえ、小・中学校では、一定の集団規模が確保されることが望ましいとい

う考え。 

（公立小学校・中学校の適正規模、適正配置等に関する手引き 平成２７年文部科学省） 
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② 中学校教科別教員構成基準 

（大分県教育委員会における市町村立小・中学校の学級編成及び教職員配当数） 

 

 

 

配当定員

計 校長 教員 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技術 家庭 英語

3 8 1 7

4 9 1 8 1 1 1 1 0.5 0.5 1 0.5 0.5 1

5 9 1 8 1 1 1 1 0.5 0.5 1 0.5 0.5 1

6 11 1 10 1.5 1.5 1.5 1.5 0.5 0.5 1 0.5 0.5 1.5

7 13 1 12 2 2 1.5 2 0.5 0.5 1.5 0.5 0.5 2

8 15 1 14 2 2 2 2 0.5 0.5 1.5 0.5 0.5 2.5

9 16 1 15 2.5 2 2 2 0.5 0.5 2 0.5 0.5 2.5

10 18 1 17 2.5 2.5 2.5 2.5 1 1 2 0.5 0.5 2.5

11 19 1 18 2.5 2.5 2.5 2.5 1 1 2 0.5 0.5 3

12 20 1 19 3 2.5 3 2.5 1 1 2 0.5 0.5 3

学級
規模

（全校）

教　　科　　別　　構　　成　　基　　準
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学級 定員 校長 教員 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技術 家庭 英語

一中 8 15 1 14 2 2 2 2 0.5 0.5 1.5 0.5 0.5 2.5

二中 5 9 1 8 1 1 1 1 0.5 0.5 1 0.5 0.5 1

統合後 11 19 1 18 2.5 2.5 2.5 2.5 1 1 2 0.5 0.5 3

学級 定員 校長 教員 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技術 家庭 英語

一中 6 11 1 10 1.5 1.5 1.5 1.5 0.5 0.5 1 0.5 0.5 1.5

二中 4 9 1 8 1 1 1 1 0.5 0.5 1 0.5 0.5 1

統合後 10 18 1 17 2.5 2.5 2.5 2.5 1 1 2 0.5 0.5 2.5

学級 定員 校長 教員 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技術 家庭 英語

一中 6 11 1 10 1.5 1.5 1.5 1.5 0.5 0.5 1 0.5 0.5 1.5

二中 3 8 1 7

統合後 10 18 1 17 2.5 2.5 2.5 2.5 1 1 2 0.5 0.5 2.5

※１）　第二中学校では，すべての教科が１名以下の教員配置。

※３）　統合後は，国語・数学・英語等の教科は複数教員配置。

【平成４０年度】

【平成３０年度】

【平成３５年度】

※３）　統合後は，国語・数学・英語等の教科は複数教員配置。

※１）　第一中学校では，国語・数学・英語等の教科は複数教員配置に届かない。

※２）　第二中学校では，一人の教員が，複数の教科を担当しなければならない。

※２）　統合後は，国語・数学・英語等の教科は複数教員配置。

※１）　第一中学校では，国語・数学・英語等の教科は複数教員配置に届かない。

※２）　第二中学校では，すべての教科が１名以下の教員配置。
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③部活動の現状 

  

    ○第一中学校 

    （男子）                           平成３０年５月 

 

1 9 12 21 11 32

2 3 5 8 2 10

3 9 5 14 8 22

4 15 5 20 6 26

5 2 0 2 4 6

6 4 6 10 4 14

7 0

8 3 4 7 2 9

9 0 2 2 2 4

10 2 1 3 1 4

11 0 0 0 1 1

12 0 2 2 1 3

13 2 0 2 1 3

49 42 91 43 134

2 2 4 2 6

51 44 95 45 140

（※）中学県体（６月）以降，団体種目として出場できるのは，軟式野球，
　　　ソフトテニス，バスケットボール，卓球となる。

2 計 3 合計

▲は活動なし ★は社会体育

美術

吹奏楽

合計

無所属

総計

バスケットボール

バレーボール　▲

卓球

★剣道

★バドミントン

★体操

軟式野球

サッカー

ソフトテニス

陸上競技

★水泳

学年

部
1
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    ○第一中学校 

     （女子）                          平成３０年５月 

 

1 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0

3 1 4 5 1 6

4 9 4 13 4 17

5 1 1 2 0 2

6 0 4 4 8 12

7 4 2 6 6 12

8 6 4 10 5 15

9 0 0 0 1 1

10 0 0 0 3 3

11 1 0 1 0 1

12 4 4 8 2 10

13 16 3 19 14 33

42 26 68 44 112

0 2 2 1 3

42 28 70 45 115

▲は活動なし ★は社会体育

（※）中学県体（６月）以降，団体種目として出場できるのは，
　　　バレーボール，卓球となる。

★体操

美術

吹奏楽

合計

無所属

総計

★バドミントン

合計
部

軟式野球

サッカー

ソフトテニス

陸上競技

3

★水泳

バスケットボール

バレーボール

卓球

★剣道

学年
1 2 計
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○第二中学校 

（男子）                            平成３０年５月  

 

1 5 4 9 7 16

2 0 0 0 0 0

3

4 7 0 7 4 11

5 0 1 1 0 1

6 7 3 10 7 17

7

8 1 0 1 2 3

9 1 1 2 0 2

10 0 2 2 2 4

11 0 0 0 2 2

21 11 32 24 56

3 5 8 5 13

24 16 40 29 69

陸上競技

学年
1 2 合計

部

軟式野球

サッカー

ソフトテニス　▲

計 3

★水泳

バスケットボール

バレーボール　▲

★剣道

★柔道

▲は活動なし ★は社会体育

（※）中学県体（６月）以降，団体種目として出場できるのは，
      軟式野球，バスケットボールとなる。

美術

吹奏楽

合計

無所属

総計
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  ○第二中学校 

（女子）                             平成３０年５月 

 

1 1 0 1 0 1

2 0 0 0 0 0

3 4 4 8 4 12

4 6 6 12 2 14

5 0 0 0 0 0

6 1 0 1 3 4

7 5 2 7 6 13

8 0 0 0 1 1

9 0 0 0 0 0

10 4 1 5 4 9

11 0 0 0 0 0

21 13 34 20 54

0 1 1 1 2

21 14 35 21 56

学年
1 2 計

美術

合計
部

軟式野球

サッカー

ソフトテニス

陸上競技

3

★水泳

バスケットボール

バレーボール

★剣道

★柔道

（※）中学県体（６月）以降，団体種目として出場できるのは，
      ソフトテニス，バレーボールとなる。

吹奏楽

合計

無所属

総計

▲は活動なし ★は社会体育
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 （２）統合の方向性 

 

    生徒が充実した中学校生活を送り、豊かな将来を築く基礎を培うための教育 

環境を整備するため、適正規模化を進め教育水準の向上を図ります。 

 

【適正規模の学校が必要な理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

【統合によるメリット・小規模のメリットとデメリット】 

（文部科学省手引書） 

○統合によるメリット 

 ・人間関係に配慮した学級編成ができる。 

 ・クラス替えを契機に意欲を新たにすることができる。 

 ・学級同士が切磋琢磨できる。 

 ・生徒を多様な意見に触れさせることができる。 

 ・複数の部活動を組織できる。 

 

○小規模のメリット 

 ・一人ひとりの学習状況や学習内容を的確に把握できる。 

 ・個別指導や補充学習などきめ細かい指導が行いやすい。 

 ・一人ひとりがリーダーを務める機会や活動の場が多くなる。 

 ・運動場や体育館、特別教室などが余裕をもって使える。 

 

 

〇小学校と異なり、中学校では高校入試を控え、厳しい現実の社会が目前で

す。社会性・自主性・協調性等を育むためには、多くの個性的な生徒と出

会い、日々の学校生活の中で、お互いに切磋琢磨する環境が大切です。 

 

○ 進学などの進路希望に適切に対応するには、教科の専門性を確保すること 

が大切です。そのため、国語、数学、理科、社会、英語などの専門の教員

を複数配置することで、教科の専門性がより高められ、充実した指導が受

けられます。さらに、多くの先生との出会いも重要な環境づくりです。 

 

○ 自分の興味・関心に応じて、多くの部活動の中からやりたい種目を選択で 

きることも、個々の願いを尊重するためには重要なことです。 
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▲小規模のデメリット 

 ・クラス同士が切磋琢磨する教育活動ができない。 

 ・クラブ活動や部活動の種類が限定される。 

 ・体育祭・文化祭、音楽の合唱や合奏など集団学習の実施に 

  制約が生じる。 

 

 

【統合した学校の意見】 

（文部科学省手引書） 

〇統合によるメリット 

（児童・生徒について） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（指導体制・指導方法・環境整備について） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

・良い意味で競い合いが生まれ，向上心が高まった。 

・以前よりもたくましくなり，教師に対する依存心が減った。 

・社会性やコミュニケーション能力が高まった。 

・友人が増えたし，男女比の偏りが少なくなった。 

・多様な意見に触れる機会が増えた。 

・学校が楽しいと答える子どもが増えた。 

・多様な進路が意識されるようになった。 

 

・クラス替えが可能になった。 

・より多くの教職員が多面的な観点で指導できるようになった。 

・校内研修が活性化し，教職員間で，協同で当たる意識が高まった。 

・グループ活動が活性化し，授業で多様な意見が出るようになった。 

・音楽祭，体育祭，運動会，学芸会，クラブ活動などの集団活動が充実した。 

・ＰＴＡ活動が活性化した。 

 

・スクールバス等の利用による課題 

・統合後の跡地利用の具体化 
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２．統合の考え方 

  

  将来の津久見市の中学生のあるべき姿を見据え、これまでの既成概念にとらわれない

統合を検討していきます。 

 

 

  【具体的には？】  

 

    小規模となった学校を適正規模の学校に統合することにより、津久見の子どもたち

が、他の地域（中・大規模校）の子どもたちと、学ぶ環境に差ができないよう、より

一層充実した教育環境を整備します。さらに、既成概念にとらわれず、学力向上を柱

とした、「特色・魅力・活力ある学校づくり」を進めます。 

 

   そのため、以下の３点を基本的な考え方として、統合を進めます。 

 

  【基本的な考え方】 

 

 ①教育の機会均等を踏まえた教育環境の整備を行います。 

 ②教育水準の維持向上を図ります。 

 ③津久見という地域の特性を活かした学校づくりを進め、 

地域とともに学校の活性化を図ります。 

 

 

              

 ３．統合の方法 

 

   統合については、下図のように、第一中学校と第二中学校の伝統や特色を活かしつつ、

まったく新しい学校を設置する「発展的統合」とします。 

これまで津久見市の統合は、極小規模となった学校が、比較的大きな学校の方へ吸収

合併されています。 

 

 

       第一中学校 

                  統合 ☞ 新設中学校 

第二中学校 
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４．統合の手順 

 

  統合の手順としては、下記の２通りがあります。 

 

A 方式 

    第一中学校                   第二中学校 

 

 開校前年 

 

3 年    

 

 

3 年  

 

 

2 年 2 年 

1 年 1 年 

   ↓ 

 

 開校 1 年 

 

3 年  

     新設中学校 

3 年  

 

 

2 年 2 年 

入学なし  新設校 1 年  入学なし 

   ↓ 

 

 開校 2 年 

 

3 年  3 年  

 

 

  

 

新設校 2 年  

 

 

 新設校 1 年  

   ↓ 

 

  完成年 

 

新設校 3 年  

 

 

新設校 2 年 

新設校 1 年 

 

 

B方式 

      第一中学校                   第二中学校 

 

 開校前年 

 

3 年  

 

 

3 年  

 

 

2 年 2 年 

1 年 1 年 

   ↓ 

                  新設中学校 

 

 開校 1 年 

 

  3 年  転校→ 

 転校→ 

 

新設校 3 年 

新設校 2 年 

新設校 1 年 

  ←転校 

  ←転校 

 

3 年  

 

 

  2 年 2 年 

  

                              ○新設校開校と同時に転校 
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Ⅲ 特色・魅力・活力ある学校づくりのために    

 

 

１ 学校機能の充実 

 

〇学習指導環境 

       

〇生徒指導・進路指導の環境 

 

      〇学級経営・学校運営環境 

 

 

２ 防災機能の充実 

 

〇児童・生徒の安全確保 

       

〇地域住民の避難場所 

 

      〇防災拠点 

 

 

３ 地域コミュニティの場 

 

〇学校との地域との連携 

       

〇小・中・高との連携 

 

      〇福祉・健康・文化活動 
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  ４ 先進地の事例 

 

（１）九重町立ここのえ緑陽中学校 

開校時期 平成２５年 ４月 １日 

統合前 東飯田中学校，野上中学校，飯田中学校，南山田中学校（４校） 

生徒数 

（Ｈ２５，４） 

１学年７７人３学級，２学年８２人３学級，３学年６４人２学級， 

支援学級３人１学級。合計２２３人９学級。 

経緯 平成１７年 九重町学校再編検討委員会設置 

平成２２年 統合中学校建設推進協議会設置 

平成２５年 ここのえ緑陽中学校 開校 

統合による効果 〇多人数となり学校行事がしっかり行われる。 

〇生徒の態度や学力面でも非常によい状況。 

〇先生も増え，生徒指導が行き届き，不登校やいじめの件数はきわめて減った。 

〇生徒数が増えたことで，いい意味での競争力が芽生えている。 

〇部活動の種類が増え（１３部），生徒の選択肢が増えた。 

〇小学校５・６年生は，新設中学校で集合学習ができるようになり，中１ギャップ

の解消につながっている。 

〇バス通学のため，時間の観念が養われ，生活リズムも安定した。 

課題 〇スクールバスの運行調整，停留所の整備。 

生徒の 

反応と変化 

〇友だちも増え，ほとんどの子は喜んでいる。 

〇開校７月のアンケートでは８５％の生徒が「統合してよかった」と回答。 

〇部活動の種類も増えて，多くの中から選べるので喜んでいる。 

保護者の 

 反応と変化 

〇統合直後は問い合わせが頻発したが，生徒の運動面・学力面・その他の活動で統

合の成果が現れ始め，批判は減った。（Ｈ２６，４以降統合に関する苦情はなし） 

〇スクールバスでの登下校は，朝，自家用車で学校まで送る必要がないこと，決ま

った時刻に帰宅することから安心という声が多い。 

跡地利用 〇廃校になったすべての中学校は，社会教育施設として利用している。 
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（２）玖珠町立くす星翔中学校（玖珠町教育委員会新中学校開校推進室） 

開校時期 平成３１年 ４月 １日（予定） 

統合前 

 （Ｈ３０，４） 

森中１１１人，日出生中１０人，玖珠中１５４人，山浦中休校，北山田中５５人，

八幡中１８人，古後中９人（７校） 

生徒数 

（Ｈ３１，４） 

１年生１１２人４学級，２年生１２７人４学級，３年生１２２人４学級。 

合計３６２人１２学級。（見込み） 

経緯 平成 ６年 中学校再編事業 開始 

平成１３年 中学校再編事業 凍結（生徒数，市町村合併，地域の反対などのため） 

平成２２年 中学校再編事業 凍結解除（生徒数減少，近隣の状況などから） 

平成２７年 町長が整備方針を報告 

平成３１年 開校予定 

跡地利用等 〇新中学校の校舎は，旧大分県立森高校の跡地，及び校舎に大規模改修を実施して

活用する。 

〇各中学校の跡地は社会体育への貸出を行う予定。特にプールなど。 

課題 〇スクールバスの運行計画，活用上の注意点。 

 

  ５ これまでの統合検討委員会での主な意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇これからの学校は，児童・生徒の学習環境を充実するとともに，防災や地域コミュニテ

ィを考えた複合的な機能を持った施設が必要である。 

〇「子どもの命を守る」という観点から，保護者が「学校にいれば安心」「学校に逃げれば

大丈夫」と思えるような，安心感を持てる施設が必要。 

〇津久見市は，庁舎建設，耐震化，河川改修，移転補償等，財政が厳しい中，新しい中学

校がどこまで実現できるかが懸念される。 

〇「教育」や「防災」については，費用対効果よりも優先されるべきである。 

〇学校は，統合時点では最高の施設・設備にするのは当然である。 

〇これからの生徒数の減少を見れば，統合することは最優先である。 

〇校舎を新設しなければ統合しない方がいい。ただし，津久見の教育に将来はない。 

〇たとえ，校舎が新設できなくても，大改修してでも統合はしなければならない。 

〇現校舎跡や，今後の生徒の減少後の施設の利用についても，前もって考えておくべき課

題である。 

〇「いつ」「どこに」「どのような」学校づくりをするのかについては，市民の声を十分

聞き取り，市長部局との調整を慎重に行って提案していきたい。 

〇「発展的な統合」をもっとアピールし，メリットを多く説明してほしい。 

〇検討委員会では，地域からの意見も参考にしてさらに議論を深める。 
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【統合検討委員会 委員】 

                          平成 29 年度～     

番号 氏   名 役  職  名 

１ 委員長  川 野 修 平 津久見市連合 PTA 顧問 

２ 副委員長 鳥 越 和 久 津久見市連合 PTA 会長 

  

 ３ 

H29 

中津留 崇 雄 

H30.5～ 

薬師寺 隆 二 

 

堅徳小学校 PTA 会長 

４ 中 岡 朋 士 松 本  晃 青江小学校 PTA 会長 

５ 上 場 敬 太 藤 内 伸 悟 津久見小学校 PTA 会長 

６ 松 下 貴 宏 寺 元 真 吾 千怒小学校 PTA 会長 

７ 幸   泰 史 若 林  健 第一中学校 PTA 会長 

８ 髙 山   真 中津留 崇 雄 第二中学校 PTA 会長 

９ 東   千 鶴 津久見市連合 PTA 母親代表 

１０ 上 杉 敬 三 元県立学校長 

１１ 鳥 越 繁 一 元津久見市教育委員長 

１２ 原 尻 育史郎 津久見商工会議所専務理事 

１３ 新 納 義 光 津久見市区長会 副会長 

１４ 伊 井   操 津久見市区長会 副会長 

１５ 宇都宮   崇 津久見市共同調理場長 

 

１６ 

H29  

平 川 英 治 

H30.4~ 

梶 原 俊 幸 

 

津久見市校長会長 

１７ 樋 口 千惠美 阿 部 宰 士 津久見市校長会副会長 

１８ 狩 生 浩 司 中 野 敏 伸 関係校校長 
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第一中学校・第二中学校統合検討委員会設置要綱 

(平成 29 年 6 月 27 日教育委員会告示乙第 1 号) 

(目的及び設置) 

第 1条 生徒数が減少する中、教育的な視点から活力ある学校づくりの方策として第一中

学校と第二中学校の発展的統合について検討するため、第一中学校・第二中学校統合検

討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 

(職務) 

第 2条 委員会は、津久見市教育委員会教育長（以下「教育長」という。）の依頼に応

じ、次の各号に掲げる事項について検討し、その結果を報告書にまとめて教育長に提出

する。 

(1) 第一中学校と第二中学校の統合に関する事項 

(2) その他、上記に関連する事項 

 

(組織) 

第 3条 委員会は、教育長が委嘱する委員をもって構成する。 

2 委員会には、委員の互選により委員長 1人、副委員長 1人を置く。 

3 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

4 副委員長は、委員長を補佐し、委員長が欠けたときは、その職務を代行する。 

 

(会議) 

第 4条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、委員長が議長とな

る。 

2 会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

3 会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところ

による。 

4 委員長が必要と認めたときは、関係者に出席を求めて意見を聴くことができる。 

5 会議は、原則公開とする。 

 

(庶務) 

第 5条 委員会の庶務は、津久見市教育委員会事務局において処理する。 

 

(補則) 

第 6条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、教育長が別に定める。 

附 則   この告示は、平成 29年 6月 27日から施行する。 
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タクシー・バス通学について                     資料１ 

津久見市では、下記の地域でタクシー・バス通学を行っています。  

【第一中学校】                      (平成 30年 4月) 

 

【第二中学校】  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

   地域 

学年  Kｍ 

日見 

５．１ 

福良 

５．８ 

網代 

６．５ 

江の浦 

９．０ 

鳩浦 

９．８ 

赤崎 

１１．５ 

刀自ケ浦

１２．７ 

深良津 

１２．５ 

小 1 １   １ １   ２ 

 ２ １ １   ２   １ 

 ３ １ １ １ １ ２ １   

 ４ １     １   

 ５  １       

 ６ ３ １ １  １ １   

中１ １  １  ２ １ １  

 ２ １ ２    １   

 ３ ２  １     １ 

合計 １１ ６ ４ ２ ８ ５ １ ４ 

総数 41 名 

   地域 

学年  Km 

浦代 

７．０ 

長目 

８．２ 

釜戸 

８．８ 

伊崎 

９．４ 

小 1     

 ２ ２    

 ３ １    

 ４ ３   １ 

 ５  １   

 ６ １   １ 

中１ １バス    

 ２     

 ３  １バス   

合計     

総数 12 名 

◆合計５３名の児童生徒が  

タクシー・バスで通学。 

 

◆一中・二中から各地域までの距離。 

  資料編 地図１・地図２ 参照 

 









 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                   

 

  

 第一中学校・第二中学校統合検討委員会 

    事務局 

    津久見市教育委員会学校教育課 

       TEL     0972‐82‐9526 

       FAX     0972‐82‐9300 

       E-mail  tsu-kyougaku@city.lg.jp 


